2013　Asian Champion ship　参加報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Team Leader　吉川巌一（HSS）

8月2１日より30日まで　神奈川県、葉山にて行われた、OP 級Asian Champion ship 2013へ24人の選手が参加いたしました。

まず大会のスポンサーの皆様、大会役員および大会組織委員会、地元のサポートの皆様に感謝いたします。準備期間を通じて連日連夜、膨大な作業量と戦いながら大会を成功裏に収められた関係者のご尽力に敬意を表しますと共に、参加した選手はもとより、観覧艇やWEBを通じて多くの次世代日本OPセーラーが間近に国際大会に触れることができ、今後の成果に必ず結びつく事と確信いたしました。
大会でのTeam Japan状況
日本での開催という事もあり地元葉山での事前練習をじっくりと行うことができ、日本選手の活躍を期待して大会に挑みました。8月20日の事前練習日には風速20kntを超え波高も3mという絶好コンデイションでしたが、以後大会開始日から風に恵まれず、Day1　Day 2の2日間はレースが行えませんでした。
Day3北風微風の中、なんとか2本のレースを行い、チームレースのグリッドを確定しました。

Day4　Team　Race

チームレースではTeam SINの圧勝ではありましたが、3チームを投入した　Team JPNの戦績は下記でした。

　Team１　HKG Win　SIN Lost  SRI Win　 USA Lost　
　　　　　Team2　 NZL Win   USA Win  SIN Lost   KOR Lost

          Team3   KOR Lost   SRI Lost

 　　強豪を相手に４勝と健闘しましたが、Team SINやTeam THAに勝つためには,更なる戦力アップを計ることが必要でした。

Team SINは、チームレースの練習時間は少ないとの情報に加え、チームレースで上位をしめた選手はフリートレースでも上位を独占していました。その為、上位レグに進んでからは、トラップ等によりチームレースの技術を発揮する前に１マークまでに決着がつくというケースが多く見られました。

徹底した基本練習の積み重ねにより、ボートコントロールまたスピードコントロール技術の向上を最大限に優先して選手の技術を向上させる必要が感じられました。

　　　

Day 5　4Races　
今大会の最大レースを消化したこの日　特に目立ったのは上位選手が徹底した上スタートを繰り返し、何人もの上位選手がBFGの対象となっていました。
上位を独占したTeam　SINやTeam THAの選手は、スタートでベストポジションでの
スタートができなければ上位に残れないことが徹底して刷り込まれているように見え、BFGになってでもベストなスタートに挑む体制が本当に強く感じられました。
Day 6　3Races　
大会最終日、昨日の反省により日本選手は徹底した上スタートを多くの選手が心がけ、スタート時点での優位なポジションでのスタートが多く目立ちました。Team SINの昨日のスタートでの優位な様子に一転して, 大会最終日はスタートラインの上側から３艇を日本の選手が占めるなど、一日で大きく変化が現れました。

良いスタートがきれた選手が多いこともあり、シングルでの成績を収める選手も、最終日には複数見ることができました。

選手の期間中の生活について
選手が競技に集中できるよう、大会期間中生活態度についての注意等については当初各選手に任せていました。しかしながら、必ずしも競技に集中できる環境づくりを自分で出来ている状態ではなかったと言わざるを得ない状況でした。

24人という大きな団体の中で大人の指示でリーダーを決めることにより、選手の自覚が増して結果的には競技に集中できる環境づくりができていたと思います。

Team SINについて

本大会で上位を独占したTeam SINは、既にGold Fleet（Top 10）選手に付け加え　Silver Fleet（20位以下）の選手を帯同させていました。そうすることにより来年の上位を狙う選手を計画的に国際大会に参加させているとの事でした。
審問について

今回審問が日本選手に対して２件ありました。審問に参加して感じた事ですが、海外選手は審問中でも笑顔を絶やさず審問に対する認識は特別な事ではなく、自分の主張ができる場として大変ポジティブに審問に臨んでいました。
後日SINジュリーの人より

今後へのFeed Back としてシンガポールではOP時期から選手をオブザーバーとして、審問に積極的に参加させているとの事でした。オブザーバーとして審問に参加することにより、プロテストやルールの理解が進み、当事者としてプロテストに参加する際も堂々と、また協力的にプロテストへの参加ができるのではないだろうか、との事でした。

反省点として

今回大きく感じられたのは選手の競技に対する意識でした。
各選手、勝ちたい意識は強くあるのですが、本当に勝ち続けるために備えてなければいけない点が足りていないことが感じられました。

整理整頓の意識、自分のセールや道具を常にベストにしておくための意識、十分な睡眠をとるために快適な環境を維持する意識、サポートしてくれる全ての人や他の選手に対する意識。

セーラーとして海上に出る以上、上記のいずれも欠かしてはいけない意識です。

通常の各所属チームでの練習時において、また選手の通常生活において　上記の意識向上を各選手が
図れる様これからも各所属チームの指導者の方にサポート頂くようお願いできればと思います。上記の意識向上が整った状況でNT 選手として大会に参加することにより、もっと高い順位に選手を導いていけるのではないかと思いました。
最後に皆様からの多大なサポートや応援を頂きましたことに改めて感謝いたします。
ありがとうございました。
